
2022 年 11 ⽉ 5 ⽇さゆり会講演会 

 ⼤ ⽵  道 茂 先 ⽣  講 演 「 江 ⼾ 東 京 野 菜 の 物 語 と 栽 培 事 例 」

 
 



 



 



 



講義室で大竹先生よりご講演をいただき、大学に来校した参加者は講義室で拝聴いたしました。 

その様子はオンラインで配信し、オンラインで参加された方は、先生のご講演を、配信されたパワポ

を拝見しながら先生のお話を聞きました。 

画像も音声もクリアで、オンラインでの参加に不都合なことはありませんでした。 

 

 

 

講演会の後、参加者が 5 つのグループに分かれ、懇親交流をしました。 



 

大学にいらした方は 3 グループでにわかれ、オンライン参加の方はアウトオブブレーク機能を使って

2 班に分かれて懇親交流を行い、最後に各班で話題に上った内容を報告してもらいました。 

 

 

ハイブリッド開催による、リアルな会場とオンライン参加の方々との交流がうまくいくか不安でしたが、

それぞれに交流が行われ、さらに全体で共有できた,実りある交流会となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



家庭科棟入り口の案内 

 

 

 

 

実行委員の方々の大学での受け付けの様子 

 

 



ゆり会当日のスケジュールと役割 

集 合：2022 年 11 月 5 日（土）１１時  実行委員 208 室集合 役員  602 室集合 

時間 実行委員会動向 役員動向 会全体の流れ 準備物 

 実行委員集合：２０８

室 

実行委委員控室：２０

８室 

６階受付 

役員集合：６０２室 

役員控室：２０８室 

 

６０２室・ZOOM 

（総会、講演会、交

流懇談） 

 

S51：○○、○○、

○○ 

S51：○○、○○ 

S52：○○ 

○○、○○、○○、○○、

○○、○○、○○、 

  

11：00 

 

・進行の打ち合わ

せ:208 室 

□「さゆり会会場」

の張り紙を玄関外に

貼る 

□「さゆり会」自動

ドアの前につい立て 

□1 階  

「さゆり会受付 6

階」 

□演題  

 

・受付準備の確認  

・会場セッティン

グ・清掃 

・受付 

( S51○○、○○、○

○)  

（S52 ○○） 

名札  

（資料配布） 

募金箱設置 

( ○○、○○ ） 

・講師の迎え担当 

(S51○○) 

＊S51、52 実行委

員、役員の受付を先

にしてしまう 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・会場（６０２）セッティ

ング（机、椅子、花、

PC、zoom など） 

・マイクのセット 

・パソコンセット 

（萬羽先生にお願いする） 

 

□「さゆり会会場」

の表示 

 

 

 

 

 

 

受付準備 

 

会場（６０２）セッ

ティング 

 

 

 

 

 

 

講師のお迎え 

 

 

 

来校者受付け開始 

 

Zoom の設定 

総会 

 

 

 

 

 

 

講演会 

マイク 

PC 

 

養生テープ 

名簿 

筆記用具 

名札 

募金箱 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

水 

紙コップ 

12:00  ・受付け開始 

・写真撮影（S52 

新井） 

・講師の迎え(正門前) 

(S51 寺井) 

・講師の方 

 パソコン動作確認 

12:30  ・総会 開始（役員が進

行） 

 司会・議長 湯通堂先生 

 議案報告 大竹先生 

12:50 S51 

受付 2 名に縮小 

(全員が揃ったら講演

・総会 終了 

・講演会準備 演台のマイ

ク 



 

  

会へ) 

・水コップ準備(佐

藤)) 

13：00 

 

 

講演会開始 

写真撮影（新井） 

・講演会開始（司会 佐

藤） 

・大竹道茂先生講演 

 

1４:００ 講演会終了  ・講師退室 

 写真適宜(○○) 交流懇談開始（司会○○）  

１． 開会のことば（司

会） 

zoom グループ分け設定

（○○） 

２． グループ毎の交流

懇談 

３． グループごとに報

告 

４． 閉会のことば（司

会） 

懇談会開始 

 

 

来校者は５人程度の

班に分かれる 

Zoom５人程度のグ

ループ分け 

Zoom グループ分け

解除 

 

14:４５ま

で 
名札を各テーブル

において退室。） 

６０２室の出口で

も名札回収（○

○、○○、○○） 

 来校者退出  

15:20 頃

まで 

受付、602 室の後片付けと復元（S51 と S５2） 

ゴミの廃棄（小金井祭のゴミ処理に従って） 

 

 来校の役員（可能な方）で、特別会員（元教員）の逝去に伴うさゆり会と

しての弔意の示し方（内規）の検討（20 分ほど） 

 

片付終了後 S5１と S５２ 合同反省会、引き継ぎ（資料・ＵＳＢ等）   於 208

室 

 

1５時過ぎ

～ 

S5１実行委員で使用教室等の点検を行う。 

・復元など後始末の状況・掲示物が残っていないか・さゆり会の物品を

208 室に収納 

・PC、CDデッキ・オーディオケーブル（○○） 

 



２０２２年度 さゆり会 実⾏委員会 反省会及び引き継ぎ 

⽇時：2022 年 11 ⽉ 5 ⽇(⼟) 交流懇談終了後 
場所：⻄３号館(旧家庭科棟)208 室 
出席者：S52 新井 
    S51 井元、宮島、寺井、⻑澤、佐藤  

 
新型コロナの感染拡⼤があり、３年ぶりのさゆり会の開催になった。今年度は、今までのさゆり会の開催

形式とは異なり、ハイブリッド⽅式（対⾯と Zoom）での開催になった。 
１．案内状作成 
  ・総会資料→さゆり会役員 
  ・総会・講演会の案内→交流会実⾏委員 
２．案内状送付 
  ・案内状の印刷（総会資料、総会・講演会の案内）今年度は、⼤学にいる佐藤が⾏った。 
  （約 1500 枚、A3 両⾯印刷、A4 両⾯印刷） 
  ・袋詰め 教育学講座事務補佐の北條さんにお願いした。⼤学のことが分かっているので、袋詰めに使

⽤する部屋の確保、鍵の件も含めて助かった。費⽤が発⽣するが、実⾏委員を集めて⾏わなくてよいの
でこの⽅式で⾏った。 

   ⼤学の同窓会の資料と合わせて袋詰めする関係で⼤学とのやり取りが必要。 
３．封筒袋詰めのためのラベル印刷 
 ・さゆり会役員総務担当が⾏う。役員との連絡も重要。 
４．⼤学の同窓会との連絡 
 ・さゆり会と⼤学の同窓会との連絡は、⼤学の教室主任が担当。 

その後、会⻑、実⾏委員⻑に連絡。 
５．実⾏委員会、事前準備（案内状の印刷等も含む）、前⽇準備などに使⽤する⼤学の各部屋の使⽤許可を

事前に許可を取っておく必要がある。この連絡をこれまでは、実⾏委員内の⼤学関係者が⾏ってきたが、
今後は教室主任にお願いする。また、鍵をお借りするので、その受け渡しも確認する必要がある。→今年
度は、佐藤が⼤学にいるので佐藤が事前に⼤学の先⽣⽅に事前に部屋の許可（２０８，６０２室）をお願
いした。鍵も佐藤がやりとりした。 

６．受付に Fax と QR コードでの申し込みにした。 
 ・Fax 申し込み Fax の⽂字が読み取りにくいものがあった。 

・Fax で住所変更を申し出る⽅がいた。 
・⽋席者からも Fax があった。 

 ・QR コードは、⼤学の先⽣（副会⻑）にお願いして作っていただき、すべて連絡もおこなっていただい
た。実⾏委員でできないので、ご迷惑をおかけした。 

 ・Fax での参加者には、⼿紙で⼊構証と⼩⾦井キャンパスマップを両⾯印刷して送付。  
・Fax、Zoom で担当もすぐに返信しなかったので⼼配して再度連絡いただいた⽅もいた。 
・今回初めて Zoom でも開催することになったが、申込者が少なく、会⻑より多⽅⾯に再度連絡をとって
いただいた。 
・申し込み追加、およびキャンセルが当⽇まで続いた。 



７．コロナ化で、実⾏委員が集まって事前に話し合いができなかった。講演者は、３年前に決めていた。
「江⼾東京野菜」の⼤⽵道茂先⽣に毎年、お願いして快く引き受けていただいた。実⾏委員は、講演者を
第⼀に決める必要がある。 
８．今回は、懇親会（⾷事なし）は、無しのため、参加費は徴収しなかった。ハイブリット形式で⾏った
ため、結局、参加者は少なかったが、準備は２倍になるので当⽇はいそがしかった。対⾯で参加する⽅の
参加費は検討する必要がある。 
９．今回懇親会無しのため、交流懇談にした。Zoom 参加者は交流懇談まで残る⼈が少なくなったため、
分けるのをやはり、⼤学の先⽣にやっていただいた。グループごとに懇談（期の近いグループごと）後、
全体でグループ代表の⽅に話をしていただいた。 
10．当⽇準備 
・Zoom設定は、⼤学の先⽣（副会⻑）にすべてやっていただいた。 
・その他の会場設営は、役員、実⾏委員で⾏った。 
・６０２室 机はそのまま。受付は廊下（参加者名簿、名札、総会資料、講師資料） 
・⻄ 3 号館⼊り⼝  
 「さゆり会」 
 出⼊⼝（⼟曜⽇のために⾃動ドアを⼿動に設定）張り紙をはる。 
 エレベーター前「受付６階」であることを表⽰ 
 ６階会場⼊り⼝にも表⽰ 
 Zoom であったため、講演者の名前、演題を表⽰  
・PC、パワーポイントの準備、マイクの設置、講演者の⽔、卓上花（家で咲いたもの） 
11．今後、さゆり会の予算を考えると、当⽇出席者に寄付を募る予定であったが、受付に箱を置いただけ
で、呼びかけをしなかったので、寄付が集まらなかった。今後検討が必要。 
12. さゆり会 参加者 対⾯ 21名、Zoom12名 


